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日的 ]ブルーベ リーのマイクロプロパグーシ ョンでは ,WP培地あるいはその修正培地が使用 され

ことが多い .これは Wolfe ら (1983)が 7種類の基本培地に F'nvz'tro定着直後のハイプ ッシュプル-べ

- ブ̀ルー クロツプ 'の厳芽を培養 したところ ,シュー トの成長が MS培地を含 む他の基本培地よ

も wp培地で最も康れていた と報告 したか らだ と考えられる.我々も WP培地を使用 してマイクロ

ロバグーシ ョンを行っていたが ,シュー ト増殖効率が必ず しも高 くないことか ら,基本培地の再検
▼J-
を行った . ＼

材料および方法 ]全ての実験にハイプ ッシュブルーベ リー バ̀ー クレー ', プ̀ルークロツプ ',

ア- リープルー 'およびサザンハイプ ッシュブルーベ リー オ̀ニール 'を供辞 した . 【有着実鹸 〕

崎大学農学部圃場栽植中の植物体か ら5月に新 しょうを採取 し,殺菌後 ,ゼアチン 20pM および

PreservativeMixture)添加の MS培地 ,WP培地およびMW 培地 (MS とWPを半量ずつ加え

もの )に液芽を植 え付け,1カ月後にコンタミネーション発生率 と生存率を調査 した . 〔増殖実

】ゼアチン添加のMW 培地で 3年間以上継代培養を続けたシュー トを 1駿芽ずつに切 り分け,ゼア

ン 20pM 添加の MS培地 ,wp培地およびMW 培地に植え付け ,2カ月後に長 さ Icm 以上のシュー

政 と最大シュー ト長を調査 した . 〔発根実験 】上記それぞれの培埠で成長 した長 さ 1cm以上のシュ

トをホルモンフリーの1/2MW培地に植 え付け2カ月後の発根率を調査 した .

蘇果および考察 ]〔定着実験 】ppMTMの添加 によ り.コンタミネーシ ョン発生率は半分以下に抑制

きた .植え付けた舷芽の生存率はどの品種でも wP培地で最も高かったが ,MW 培地 との有意差は

かった . 〔増殖実験 】wp培地でのシュー ト成長.は全ての品種で劣っていた (第 1表 ).シュー ト

長はMW 培地で最も康れていたが ,品種によっては MS培地でも優れる場合があった . 【発根実

】wp培地で増殖 したシュー トの発根率は全品種において低かった .また ,●増殖 に用いた基本培地

種類に関わらず ,発根 したシュー トの95%以上が鉢上げ ･順化できた .以上の結果は , Wolfe ら

0983)の結果 とは異なる部分があったが ,その原田 として実験に供辞 したシュー トの耗代回数の速い

考えられた .なお ,本結果の一部は JST･宮崎県地域結集型共同研究事業で得 られたものである.

第 1養 ブルーベ リーのシュー ト嶋殖培養における基本培地の違いが長 さ 1cmt以上のシュー
ト数と最大シュー ト最に及ぼす影響 (培養60日鶴間査)

･.- 基本培地 バ̀ーク レー' ブ̀ルークロツプ' ァ̀- リー ブルー' オ̀ニール'

NS 6.6az

‡ ≡ …二……
=ごp M 19a
YP 15b

長 さ 1cm以上のシュー ト数
4.6a 1.9b
4.1ab 3.5a
1.4b 1.3b

最大シュー ト曇 (nTn)
168b 15b
18a 25a
14b 13b

7.6a
8.58
4.4b

21a
21a
18a

Z同一璃董項 目内の同一列内でのJtなる文字間にはFLSDによ り0.5%レベルで有意差有 り.
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